
○事業概要（新規性、市場性等）

・介護施設における人材不足は深刻である。厚生労働省は、２０２５年度に介護人材が約３８万人不
足すると推測。２０１８年度の介護報酬改訂等で、見守り機器等介護ロボットの導入を推進している。
・コア企業は、自社の介護施設における課題解決のため、市販のセンサーやＷｅｂカメラを活用した
見守り支援システム「Ｐｏｒａネット（ポラネット）」を開発。
・利用者の心身の状況の変化にあわせ、必要なセンサー等を必要なだけ設置できること、センサー
が反応した時のみＷｅｂカメラが作動すること（プライバシーへの配慮）、パソコン操作に不慣れな
職員でも使いやすいこと等の特徴がある。
・本事業では、「Ｐｏｒａネット」の自社施設での活用、自社以外の介護施設への普及、および最新セン
サーへの対応や、ＡＩを活用した行動解析に基づく危険予知などさらなる改良を行う。
・コア企業が有する介護施設運営ノウハウに基づく企画力、ＳＦＫメディカル㈱のシステム開発力・
ネットワーク等を組み合わせ、５年後に売上高４，７６４万円を目指す。

事業名：介護施設等向け見守り等支援システム「Ｐｏｒａネット」の開発と提供

地域 長崎県諫早市 認定日 平成３０年６月８日 ８－３０－１６１

事業分類 情報通信 テーマ分類 健康・福祉

連携体の構成事業推進体制

企画、開発、販売、事業推進

開発、販売、メンテナンス

①補助金
②低利融資
③信用保証
④特許料減免

支援予定メニュー

長崎県立大学
システムファイブ㈱

技術支援

コア企業： ㈲ポラリス
（長崎県諫早市）

・介護施設の運営経験を活かして商品・サービスを企画

・自社の施設において開発品を活用

・取引先や同業者のネットワークを活用して販売を担当

ＳＦＫメディカル㈱
（長崎県長崎市）

・医療・福祉関連のシステム開発力を活かして開発を担当
・保有するネットワークと営業経験を活かして、販売とメンテ
ナンスを担当

㈱十八銀行

金融支援

(公財)
長崎県産業振興財団

事業化支援

図．「Ｐｏｒａネット」の活用イメージ

新連携事業


